
　
　
　
　
時
15
分
）

申
込
方
法
　
消
防
本
部
消
防
課
へ
電
話
で
申

　
　
　
　
　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

消
防
課
　
　  

☎
０
９
６
８・７
３・５
２
８
３

　
防
火
管
理
者
と
は
、多
数
の
人
が
利
用
す
る

建
物
な
ど
の「
火
災
に
よ
る
被
害
」を
防
止
す

る
た
め
、防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成

し
、防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
計
画
的
に
行

う
責
任
者
を
い
い
ま
す
。

と
き
　
7
月
23
日（
木
）24
日（
金
）の
２
日
間

　
　
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
　（
２
日
間
受
講
し
な
い
と
修
了
証
は
交
付

　
　
　
で
き
ま
せ
ん
）

と
こ
ろ
　
玉
名
市
民
会
館
　
別
館
第
１
会
議

室（
玉
名
市
岩
崎
１
５
２‐
２
）

定
員
　
80
人
程
度（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
期
間
　
6
月
15
日（
月
）〜
7
月
10
日（
金
）

講
習
料
　
４
０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
先
　
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部・

荒
尾
消
防
署・玉
名
消
防
署

申
込
方
法
　
受
講
申
込
書
を
記
入
の
う
え
、

申
込
先
へ
直
接
持
参
、
も
し
く
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

予
防
課
　
　  

☎
０
９
６
８・７
３・５
２
７
３

　
小
学
５・６
年
生
を
対
象
に
、消
防
や
防
災
に

つ
い
て
見
て
、聞
い
て
、体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
7
月
29
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ
　
荒
尾
消
防
署（
荒
尾
市
宮
内
字
松
ケ

　
浦
１
０
２
７‐

９
）

対
象
者
　
小
学
５
、６
年
生

定
員
　
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

募
集
期
間
　
6
月
29
日（
月
）〜
7
月
10
日（
金
）

　
　
　
　（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
、離
婚・Ｄ
Ｖ
問

題
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。離
婚
や
、配

偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
う
け
る
身
体
的・精
神

的・経
済
的
な
暴
力
に
関
す
る
法
的
問
題
に
つ

い
て
無
料
で
ご
相
談
で
き
ま
す
。ご
予
約
は
不

要
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
６
月
21
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

面
接
で
の
ご
相
談

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
2
階（
熊
本
市
中
央

区
大
江
4
丁
目
4
番
34
号
）

電
話
で
の
ご
相
談　

☎
０
９
６・３
６
４・０
８
０
０

問
い
合
わ
せ
先

　
司
法
書
士
　
髙
橋
愛
子

☎
０
９
６・３
８
１・８
７
７
７

　
皆
さ
ん
は
、心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
適
切

に
実
施・使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、そ
の
場
に
い
る

人
の一刻
も
早
い
適
切
な
心
肺
蘇
生
法
の
実
施

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
、命
を
救
う
重
要
な
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、心
肺
蘇
生
法
を
覚

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、救
急
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。ま
た
、こ
の
講
習
会
を
修
了
さ
れ
た

人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
の
発
行
を
い
た
し
ま

す
。皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
き
　
６
月
21
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室（
玉
名

　
２
０
１
１‐

２
）

定
員
　
先
着
15
人
ま
で（
事
前
に
電
話
に
て
申

　
込
み
が
必
要
で
す
。）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
人
は
、修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
参
加
申
し
込
み
数
が一定
に
満

た
な
い
場
合
は
、開
催
を
延
期
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

申
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　
玉
名
消
防
署
　
救
急
係

☎
０
９
６
８・７
３・７
１
１
７

　
最
近
、強
風
に
よ
り
高
速
道
路
沿
線
の
土
地

か
ら
高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど
が
倒
れ
込
ん
で
高

速
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
に
衝
突
す
る
と

い
っ
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、高
速
道
路
沿
線
に
竹
な
ど

を
所
有
し
、高
速
道
路
へ
の
危
険
が
予
知
さ
れ

る
よ
う
で
し
た
ら
、伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど
が
倒
れ
込
む

可
能
性
が
あ
っ
た
場
合
、や
む
な
く
高
速
道
路
を

管
理
す
る
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
て
伐

採
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご

了
承
く
だ
さ
い
。ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
高
速
道
路
を
ご
利
用
の
お
客
様
が
安
全
快

適
に
走
行
で
き
る
よ
う
に
、ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
九
州
支
社

熊
本
高
速
道
路
事
務
所
　
管
理
第一課

☎
０
９
６
５・３
９・０
７
１
１

　　
県
で
は
、小
規
模
事
業
者（
製
造
業
）の
人
材

育
成
を
支
援
す
る
た
め
、専
門
的
知
識
を
持
っ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、人
材
育
成

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
無
料
で
応
じ
る
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。ま
た
、高
い
技
術
を
持
つ
講

師
を
企
業
に
派
遣
し
て
、技
術
指
導
を
行
な
う

人
材
育
成
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　（
公
財
）く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団

☎
０
９
６・２
８
９・２
４
３
８

と
き
　
８
月
27
日（
木
）

と
こ
ろ
　
公
立
大
学
法
人
熊
本
県
立
大
学（
熊

　
本
市
東
区
月
出
３‐

１‐

１
０
０
）

受
験
資
格
　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
持

ち
、飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の

調
理
業
務
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人

願
書
配
布
　
５
月
中
旬
か
ら

　
　
　
　
各
保
健
所
、県
庁
健
康
づ
く
り
推
進

　
　
　
　
課
な
ど
で
配
布

願
書
受
付
　
6
月
15
日（
月
）〜
6
月
19
日（
金
）

提
出
先
　
熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
市
保
健
所

　
　
熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者
↓
県
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６・３
３
３・２
２
５
２

　
放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
２
学
期（
10

月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学・福
祉・経
済・歴
史・文
学・自
然
科

学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
人
な
ら
、1
科
目
か
ら
学
習
す

る
選
科
履
修
生・科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の

人
な
ら
、入
学
試
験
は
な
く
、全
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
、4
年
以
上
在
学
し
て
、

１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、学
士

（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
人
に
は

「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

出
願
期
間
　
第
1
回
は
8
月
31
日（
月
）ま
で
、

第
2
回
は
９
月
20
日（
日
）ま
で
。

資
料
請
求・問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６・３
４
１・０
８
６
０

資
料
請
求
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
本
校
で
は
、障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練（
障
が
い
者
委
託
訓
練
）を
行
な
っ

て
お
り
、受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。受
講

料
は
無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
は
有
料
）で
す
の

で
、お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
習
得
科
】

②【
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
】
　　

と
き
　
①
②
８
月
４
日（
火
）〜
10
月
30
日（
金
）

と
こ
ろ

　
①
株
式
会
社
プ
ラ
ン
ト（
熊
本
市
中
央
区
神

　
水
1
丁
目
38‐

10
）

　
②
有
限
会
社
Ｐ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
ト（
玉
名
市
築

　
地
１
９
１‐
１
）

受
講
対
象
障
が
い
　

①
下
肢
障
が
い・内
部
障
が
い
、精
神
障
が

い
、発
達
障
が
い
、高
次
脳
機
能
障
が
い

②
聴
覚
障
が
い
、上
肢
障
が
い・下
肢
障
が

い・内
部
障
が
い
、精
神
障
が
い
、発
達
障
が

い
、難
病

定
員
　
①
５
人
　
②
７
人

内
容
　
①
②
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
な

ど
）の
基
本
知
識
や
技
能
の
習
得
お
よ
び
就

職
支
援

募
集
期
間
　
①
②
６
月
30
日（
火
）

費
用①

テ
キ
ス
ト
代  

８
，２
３
３
円（
税
抜
）程
度

②
テ
キ
ス
ト
代  

７
，６
３
３
円（
税
抜
）程
度

問
い
合
わ
せ
先
　

　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６・３
７
８・０
１
２
１

　
平
成
27
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
手
続

は
６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
で
す
。労
働

保
険
料
は
熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室
ま
た
は
県
内
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
、も
し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融

機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
申
告・納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
年
度
更
新
を
怠
る
と
、追
徴
金
を
徴
収
す
る

障
が
い
者
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

熊
本
県
調
理
師
試
験
実
施

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
10    
月
生
募
集

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

高
速
道
路
沿
線
の
皆
さ
ん
へ

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
急
講
習
会
の
開
催

「
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会
」開
催

家
庭
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談
会
開
催

夏
休
み
特
別
企
画
！

「
キ
ッ
ズ
防
災
塾
」開
催

く ら し の 情 報
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